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・悪石島ボゼ祭り、 口之島狂言・盆踊りが実施されました。

　（表紙）

詳しくは＞＞2ページへ

・全島で村政座談会が実施されました。

詳しくは＞＞4ページへ
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旧
暦
盆
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た

ボ
ゼ
祭
り
に
つ
い
て

　
旧
暦
7
月
16
日
、
悪
石
島
に
「
仮
面
神
　
ボ
ゼ
」
が
現

れ
ま
し
た
。「
ボ
ゼ
」
は
来
訪
神
の
ひ
と
つ
と
言
わ
れ
て
お

り
、
死
霊
臭
の
漂
う
人
々
を
新
鮮
な
生
（
太
陽
）
の
世
界

へ
立
ち
も
ど
ら
せ
る
、
転
換
の
役
目
を
果
た
す
と
と
も
に
、

人
々
の
穢
れ
を
清
め
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
悪
石
島
の
盆
踊
り
は
、
長
崎
船
・
花
踊
り
・
コ
ダ
シ
踊
り
・

俵
踊
り
・
財
布
踊
り
・
魚
釣
踊
り
・
ハ
ッ
パ
ン
大
将
の
種

類
が
あ
り
、「
俵
踊
り
」・「
魚
釣
り
踊
り
」・「
コ
ダ
シ
踊
り
」

な
ど
か
ら
、
精
霊
招
き
・
祖
霊
祭
と
と
も
に
収
穫
祭
の
趣

旨
や
航
海
安
全
の
祈
り
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
多
様
な
目
的
の
盆
踊
り
で
す
が
、
曲

調
や
踊
り
は
、
奄
美
・
琉
球
の
影
響
よ
り
、
本
土
文
化
圏

の
香
り
が
高
く
、
こ
う
し
た
点
は
本
村
の
他
島
と
も
類
似

し
て
い
ま
す
が
、「
ボ
ゼ
」
の
出
現
が
悪
石
島
の
盆
踊
り
の

最
大
の
特
徴
で
す
。

　
毎
年
恒
例
の
口
之
島
盆
踊
り
・
狂
言
、
悪
石
島
ボ
ゼ

祭
り
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
狂
言
ツ
ア
ー
は
実
施
さ
れ

ま
し
た
が
、
ボ
ゼ
祭
り
ツ
ア
ー
は
台
風
15
号
の
影
響
で

残
念
な
が
ら
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

口
之
島
盆
踊
り
・
狂
言
に
つ
い
て

　
口
之
島
盆
踊
り
は
、
島
の
男
性
が
踊
り
手
と
な
っ
て
参
加
し
、
真
剣

さ
と
勇
ま
し
さ
、
笑
い
と
娯
楽
を
兼
ね
備
え
、
踊
り
の
中
に
狂
言
が
組

み
込
ま
れ
て
い
る
の
が
、
最
大
の
特
徴
で
す
。
狂
言
の
中
に
は
、
最
大

で
15
分
程
度
に
及
ぶ
も
の
も
あ
り
、録
音
技
術
の
な
い
数
百
年
前
か
ら
、

時
代
を
超
え
、
口
頭
だ
け
で
継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
も
子
供
か
ら
大
人
ま
で
、
多
く
の
住
民
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

島
独
自
の
伝
統
文
化
は
決
し
て
絶
や
す
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
後
世

に
伝
え
残
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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口
之
島
盆
踊
り
・
狂
言

悪
石
島　

ボ
ゼ
祭
り
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平成２７年村政座談会が開催されました

〜
住
民
の
声
を
村
政
に
〜

　
住
民
と
行
政
と
が
一
体
と
な
っ
た
村
政
運
営
を
実
現
す
る
た
め
、

毎
年
開
催
し
て
い
る
村
政
座
談
会
が
、
去
る
平
成
27
年
７
月
４
日

か
ら
８
月
４
日
に
か
け
て
各
島
で
開
催
さ
れ
、
合
計
で
203
名
の
住

民
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
会
で
は
例
年
同
様
に
村
の
施
策
方
針
や
、
本
庁
各
課
の
主
要
事

務
お
よ
び
事
業
等
の
説
明
が
行
わ
れ
た
後
、
地
域
か
ら
の
要
望
事

項
や
村
政
に
対
す
る
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
要
望
等
の
あ
っ
た
箇

所
に
つ
い
て
は
、
村
長
を
は
じ
め
職
員
が
直
接
現
地
で
確
認
を
行

い
ま
し
た
。

　
今
回
住
民
か
ら
出
さ
れ
た
要
望
事
項
等
は
、
事
業
実
施
の
緊
急

性
、
必
要
性
等
を
十
分
考
慮
し
、
早
急
に
対
応
す
べ
き
も
の
、
次

年
度
以
降
で
計
画
す
る
も
の
を
整
理
し
、
村
の
財
源
状
況
等
を
見

極
め
な
が
ら
村
の
総
合
振
興
計
画
に
揚
げ
る
と
と
も
に
、
諸
要
望

事
項
の
早
期
実
現
、
諸
問
題
の
早
期
解
決
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

悪石島

宝島

口之島 中之島

平島 小宝島

諏訪之瀬島

男 女 計
７月４日（土） 中之島 ２８名 １５名 ４３名
７月６日（月） 口之島 ２９名 ５名 ３４名
７月１８日（土） 宝島 ２２名 １９名 ４１名
７月２８日（火） 小宝島 １０名 ４名 １４名
７月２９日（水） 平島 １７名 ８名 ２５名
７月３０日（木） 悪石島 １３名 １０名 ２３名
８月４日（火） 諏訪之瀬島 １６名 ７名 ２３名

期日 島名
出席者数内訳
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法
制
執
務
研
修
が

　
　
　
　
　
行
わ
れ
ま
し
た

第 1回十島村総合戦略検討会議が開催されました
　平成 27 年 8月 17 日（月）、役場本庁会議室にて「第 1回十島村総合戦略検討会議」
が開催されました。総合戦略検討会は、まち・ひと・しごと創生法に基づく十島村総
合戦略の策定に関し、必要な取組の方向性を整理するため設置したもので、委員会は、
村の将来を展望した人口ビジョンや総合戦略に示すべき５カ年の具体的な施策の方向
性について検討し、必要な意見の集約と提案を行う事を目的としています。
　第 1回目の会議では、委員
２９名、オブザーバー１４名、
事務局４名の総勢４７名が参
加し、事務局から「まち・ひ
と・しごと創生について」、
「十島村人口ビジョンの策定に
ついて」、「十島村総合戦略の
策定について」の説明を行い、
残りを十島村が活性化してい
くために感じる事や、問題点
などについて、意見交換の場
として発言していただきました。
　今後の開催予定は、第２回目を１０月５日（月）に予定し、最後の第３回目を１１
月～１２月に開催する予定にしております。

◀
会
議
の
様
子

　
8
月
7
日
（
金
）、役
場
本
庁
会
議
室
に
て
、ぎ
ょ

う
せ
い
の
薬
師
寺 

久
美
男
氏
を
講
師
に
招
い
て

「
法
制
執
務
研
修
会
（
初
級
）」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
初
級
編
と
い
う
こ
と
で
法
令
や
条
例
な
ど
の

基
礎
を
学
ぶ
良
い
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

▲研修の様子

平成 27 年度十島村海外派遣留学
　平成 27 年度十島村海外派遣留学が行われました。今年は 7月 28 日から 8月 20 日までの約
1ヶ月間、カリフォルニア州ロンポックに 5名の方が留学しました。それに伴って、役場本庁
会議室にて「出発式」と「報告会」が行われました。出発式では出発前の決意の言葉を、報告
会では成果報告と今後の決意を 5名それぞれが発表しました。出発式では不安そうな表情を浮
かべることもありましたが、報告会では異文化に触れて成長した様子がうかがえました。

薩摩スチューデント派遣に

　　　　　　　　小林莉衣奈さんが選ばれました！

　「英国留学生派遣 150 周年記念薩摩スチューデ
ント派遣事業」は、現代の若者をイギリスに派遣し、
150 年前の薩摩スチューデントの軌跡を辿ること
を目的とした県主催の事業で、応募者 255 人の中
から書類選考・面接により19人が選抜されました。
その中に十島村小宝島出身の小林莉衣奈さん（甲
南高校 3年）も選ばれ、今年 7月 19 日から 29 日
の 11 日間イギリスに短期留学をしました。
　日本大使館表敬訪問やＵＣＬ（ユニバーシティ・
カレッジ・ロンドン）での現地学生とのディスカッ
ションや現地で活躍している日本の方々との交流
をはじめ、大英博物館などの市内観察、アバティー
ンでの市長表敬訪問や市長主催の歓迎レセプショ
ンの参加や、ホームスティなどを通してイギリス
の文化に深く関わりました。

▲出発式での村長あいさつ ▲報告会での記念撮影

▶
薩
摩
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
の
皆
さ
ん

▶
小
林
莉
衣
奈
さ
ん
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トカラふるさとづくり寄附金について
　十島村では、ふるさと納税寄附金を利用した活力ある村づくりを進めるため、「トカラふるさと基金」を
創設し積み立てています。平成 27 年 4月から 8月下旬までの寄付額等については下記のとおりですが、今
後もさらに当該寄附金を推進し、特産品買い上げ等による産業振興や自主財源の確保に努めていくこととし
ています。

１．平成 27 年 8月（31 日現在）の寄付金額等
 個 人 法 人 小 計 

件数(件) 金額(円) 件数(件) 金額(円) 件数(件) 金額(円) 
県 内 32 1,224,400 5 90,000 37 1,314,400 
県 外 128 1,915,000 1 20,000 129 1,935,000 

合 計 166 3,249,400 

２．使途指定別内訳
事 業 の 種 類 寄 付 金 額 

(1) 健康な生活に関する事業(保健・医療・福祉) 251,000 円 

(2) 社会基盤の整備に関する事業(インフラ・消防防災など) 246,900 円 

(3) 過疎化対策に関する事業(定住促進・産業振興・住宅対策) 208,000 円 

(4) 教育や文化に関する事業 466,600 円 

(5) 観光・交流人口に関する事業 148,000 円 

(6) 地域の活性化に関する事業 258,000 円 

(7) 村長にお任せ 1,670,900 円 

合    計 3,249,400 円 

３．ふるさと納税推進に係る取り組みについて

 
十島村で生まれ育った皆さま、またご縁のある皆さま、「ふるさと納税制度」を活用し、むらづくりの

応援をお願いします！ 

 十島村ふるさと納税窓口 十島村総務課 ℡099-222-2101 

④本村ＨＰの改修
　本村HPのトップページに、ふるさと納税専用ページを製作し、現在のページも併せて改修
致しました。

①ふるさと納税ポータルサイト “ふるさとチョイス” に登録
　ふるさと納税専用サイトである “ふるさとチョイス” に、平成 27 年
7月から十島村のページを作成し、寄附を募っています。

②クレジット決済を可能に
　“ふるさとチョイス” のサイト内で直接ふるさと納税ができるよう、クレジット決済を導入し、
平成 27 年 9月 1日の午後から運用開始いたしました。これまで寄附を申し込まれた方は、郵便
局でしか寄附することができませんでしたが、クレジット決済を導入することにより時間を気に
せず、さらに郵便局や銀行などに行くことなく、スムーズに且つ簡単に寄附を行えるようになり
ました。
③ふるさと納税パンフレット配布
　インターネットを利用されない方々などについても、本村が製作し
たパンフレットを配布し、寄附を募っています。随時配布中です。

十
島
村
国
民
文
化
祭

　
　
　
実
行
委
員
会
が

　
　
　
　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
9
月
18
日
に
役
場
会
議
室
で
各
島
の
実
行
委
員

を
集
め
て
十
島
村
国
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ジ
ェ
イ
ド
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
（
11
月
3
日
）
と

各
島
港
（
11
月
14
、
15
日
）
で
の
ト
カ
ラ
の
伝
統

芸
能
祭
の
成
功
に
向
け
て
綿
密
な
協
議
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

第
３
回
十
島
村
航
路
検
討
委
員
会
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
９
月
14
日
に
役
場
会
議
室
で
航
路
検
討
委
員
会
（
出
席
委
員
40
名
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
で
は
、
前
回
会
議
の
結
果
概
要
、
船
の
概
略
仕
様
（
案
）、
及
び
一
般
配
置
図
（
案
）

等
の
説
明
後
、
委
員
か
ら
は
、
300
名
の
定
員
の
必
要
性
、
ラ
ン
プ
ド
ア
の
開
閉
速
度
、
空
調

温
度
の
調
整
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備
の
見
直
し
、
手
小
荷
物
置
き
場
や
ペ
ッ
ト
ル
ー
ム
の
検

討
、
喫
煙
室
の
配
置
、
電
源
コ
ン
セ
ン
ト
の
配
置
状
況
等
、
想
定
さ
れ
て
い
る
設
備
の
確
認

や
追
加
設
備
の
検
討
な
ど
、
多
く

の
活
発
な
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
こ
れ
ら
の
意
見
の
検
討

と
併
せ
、
復
原
性
の
検
証
結
果
、

事
前
見
積
額
、
乗
組
員
の
意
見
等

を
総
合
的
に
集
約
し
、
技
術
審
査

委
員
会
の
検
証
を
経
た
う
え
で
、

新
船
建
造
に
向
け
た
最
終
の
仕
様

書
を
2
月
に
開
催
予
定
の
本
委
員

会
に
て
、
決
定
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

▲十島村航路検討委員会の様子

▲十島村国民文化祭実行委員会の様子
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平成 27年 10 月から、国民の皆さま一人一人に
12桁のマイナンバー ( 個人番号 ) が簡易書留で通知されます。
・市区町村から、住民票の住所に通知カードが簡易書留で送付されます。
・通知カードを受け取られた方は、同封された申請書を郵送すること等により、市
　区町村の窓口で「個人番号カード」の交付を受けることができます。

愛称：
マイナちゃん

平成 28年 1月から、マイナンバーは社会保障、税、災害対
策の行政手続で利用します。
・年金、雇用保険、医療保険の手続、生活保護や福祉の給付、確定申告などの税の手続など、法
　律で定められた事務に限って、マイナンバーが利用されます。
・民間事業者でも、社会保険、源泉徴収事務などで法律で定められた範囲に限り、マイナンバー
　を取り扱います。

マイナンバーは一生使うものです。大切にしてください。
マイナンバーのホームページ：http://www.cas.go.jp/seisaku/bangoseido/index.html
公式 twitter：http://twitter.com/MyNumber PR　　マイナンバーのコールセンター：0570-20-0178（マイナンバー )

10
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平成 27 年度「トカラ農業チャレンジ講座」
　近年、生活の自立を目指し農林業にチャレンジしているＩＵターン者が増えつつあります。
このため、農業経営に対する基礎的な知識・技術について習得し、国や県・村の各種施策等が効果的に
活用され、安定した継続できる農業経営と生活の自立を支援するため、昨年からテレビ会議システムを
利用して、鹿児島地域振興局の協力をいただきながら実施しています。
　本年は、８月２０日に開講式と第１回講座が青年就農者等３２人（うち女性９人）が参加し実施され
ました。今回の講座は、「就農後の経営及び課題について」鹿児島地域振興局の専門技術員７人が助言
者となり、幅広い分野から活発な意見交換が行われました。
　最後に出された意見については、分野別に取りまとめて発表し、それぞれの課題や対策等について理
解が深まり今後の生産意欲等の糧になったものと思います。本年は、８～１２月まで７回の講座を計画
しており、次回は９月２４日（木）１３：３０～１５：００に「生活設計の立て方」と「子牛の飼養管
理について」について講座を計画しております。
　特に、国の青年就農者給付対象者は受講するようにしてください。希望される方は、是非日程調整し
て受講してください。

１　主　　催：十島村地域振興課産業振興室
２　実施期間：平成 27 年 8月～平成 27 年 12 月
３　実施方法及び場所
（１） 実施方法　　村のテレビ会議システムを利用して実施
（２）　場　　所　　各島コミュニティセンター等
４　時期及び内容

※上記日程は変更することがあります。
※日時を変更する場合は防災無線にて　
　事前に周知いたします。

▲地域振興課長あいさつの様子

▲開講式の様子

問合せ先
十島村役場地域振興課
tel : 099-222-2101　fax : 099-223-6720

第９回トカラ列島島めぐりマラソン大会を
開催します!

　今年で９回目を迎える「トカラ列島
島めぐりマラソン」。フェリーとしま
を利用し、北は口之島から、南は宝島
まで、トカラ列島友人７島をたった１
日で走破するという、他に例がないと
てもユニークなマラソン大会です。今
年は国民文化祭とタイアップし、１１
月１４日 ( 土 ) 開催となります。その
ため、日の出、日の入の時間を考慮し、
各島のコースを変更します。
　住民の皆様の応援をよろしくお願い
いたします。

◆ 開催日時
　平成２７年11月14 日（土）

　車両通行止め時間について
　トカラ列島島めぐりマラソン大会の開催に伴
い、参加者の安全のため下記の時間帯については、
誘導・救護車両を除き、マラソンコースに係る道
路を通行止めとする予定としております。天候状
況により時間帯
が前後する可能
性がありますの
で、ご理解とご
協力をよろしく
お願いいたしま
す。

口　之　島　　   5：50 ～ 6：50

中　之　島　　   7：55 ～ 8：15

諏訪之瀬島　　   9：30 ～ 10：10

平　　　島　　11：15 ～ 11：50

悪　石　島　　13：00 ～ 13：45

小　宝　島　　15：15 ～ 15：40

宝　　　島　　16：30 ～ 16：55

日  時 場  所 内     容 講  師 

８月 20 日(木) 
13:30～15:00 

役場会議室 
各島ｺﾐｭﾆﾃｨｾ

ﾝﾀｰ等 

開講式 
就農後の経営及び技術課題について

（相互検討） 

 

９月 24 日(木) 
13:30～15:00 

役場会議室 
各島ｺﾐｭﾆﾃｨｰ

ｾﾝﾀｰ等 

生活設計の立て方及び経営管理につ

いて 
子牛の飼養管理について 

有馬直美 
 技術専門員 
紙屋徹士 
 技術専門員 

10 月８日(木) 
13:30～15:00 

役場会議室 
各島ｺﾐｭﾆﾃｨｰ

ｾﾝﾀｰ等 

野菜の病害虫対策について 
サンセベリア炭そ病の総合防除 

森山浩一 
 技術主査 
諏訪康子 
 技術主査 

10 月 22 日(木) 
13:30～15:00 

役場会議室 
各島ｺﾐｭﾆﾃｨｰ

ｾﾝﾀｰ等 

育成牛の飼養管理について 
農作業機械の安全使用について 

紙屋徹士 
 技術専門員 
 

11 月 12 日(木) 
13:30～15:00 

役場会議室 
各島ｺﾐｭﾆﾃｨｰ

ｾﾝﾀｰ等 

ビワの肥培管理について 
母牛の飼養管理について 

石原美紀 
 技術主査 
福島仁司 
 技術主査 

11 月 26 日(木) 
13:30～15:00 

役場会議室 
各島ｺﾐｭﾆﾃｨｰ

ｾﾝﾀｰ等 

主要野菜の管理と技術対策 
十島村に期待する青果物の産地づく

り 

森山浩一 
 技術主査 
市場関係者 

12 月 10 日(木) 
13:30～15:00 
 

役場会議室 
各島ｺﾐｭﾆﾃｨｰ

ｾﾝﾀｰ等 

サンセベリアの流通・消費動向と出荷

上の留意点 
柑橘類の剪定について 
閉講式 

市場関係者 
石原美紀 
 技術主査 
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子
牛
の
セ
リ
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
8
月
11
日
（
火
）、
9
月
14
日
（
月
）
に
鹿
児
島
中
央
家
畜
市
場

に
て
、子
牛
の
セ
リ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

9
月
の
山
之
上
淳
一
氏
の
76
万
7
千
円
と
い
う
価
格
は
7
月
の
最
高

価
格
を
さ
ら
に
上
回
り
、
大
変
喜
ば
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

( 税抜価格 , 単位：円）

最高価格者
松元　憲治さん

750,000円
日高　守さん
667,000円

８月
去勢

雌

▶
松
元
憲
治
氏
の
子
牛
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　　スマート国勢調査！
調査票の提出はお済みですか
10 月 7 日までに提出をよろしくお願いします。

●国勢調査は、平成 27 年 10 月 1日現在、日本に住んでいるすべての人及び世帯が
　対象です。
●平成 27 年国勢調査は、少子高齢化社会における日本の未来を描く上で欠くこと
　のできないデータを得るために実施するものです。調査結果は、さまざまな法令
　にその利用が定められているほか、社会福祉、雇用政策、生活環境の整備、防災
　対策など、私たちの暮らしのために役立てられます。
●調査票には、あなたの世帯の世帯員をもれなく記入してください。
●記入いただいた調査票は、10 月 7日までに、調査員に直接提出いただくか、調
　査票と一緒にお配りした封筒に入れてご提出いただけます。
　平成 27年国勢調査が変わります！インターネットでも紙の調査票でも回答可能。国勢調査
の結果は、福祉、教育、雇用、防災、地域対策など、日本の未来をつくる基礎資料になります。
10 月 1日現在の皆さんの状況を回答してください。
※万一、調査票が届いていない場合は、十島村地域振興課（099-222-2101）にご連絡ください。

山之上　淳一さん
767,000円
匠　末信さん
607,000円

９月
去勢

雌

去勢 雌 計 去勢 雌 計 去勢 雌 計

9月 17 8 25 11,296,000 4,292,000 15,588,000 664,471 536,500 623,520

8月 16 13 29 10,061,000 7,359,000 17,420,000 628,813 566,077 600,690

出荷頭数 合計金額 平均価格

▶
山
之
上
淳
一
氏
の
子
牛
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児童虐待は社会全体で
　　　　　　　解決すべき問題です。
児童虐待とは・・・
身体的虐待　殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、
                               溺れさせる　など

性的虐待　　子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグラフィの被写体にする　など
ネグレクト　家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車の中に放置する、
　　　　　　　重い病気になっても病院に連れて行かない　など

心理的虐待　言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱い、
　　　　　　　 子どもの目の前で家族に対して暴力をふるう（ＤＶ）　など

平成 27年度結核予防週間は
　　　　　　　　　　　９月２４日～３０日です。
　日本の結核患者は約２万人。そのうち約 7,400 人が 80 歳以上の高齢者です。
熱、たん、咳が長引く時は、早めに診察を受けましょう。

※平成 26年新登録患者数（結核登録者情報調査年報）

※

赤ちゃんを激しく揺さぶらないで
　赤ちゃんがなにをやっても泣きやなまいと、イライラしてしまうことは誰にでも
起こり得ます。しかし、泣きやまないからといって、激しく揺さぶらないでください。
赤ちゃんや小さな子どもが激しく揺さぶられると、見た目にはわかりにくいですが、
頭（脳や網膜）に損傷を受け、重い障害が残ったり、命を落とすこともあります。
どうしても泣きやまない時は、赤ちゃんを安全な所に寝かせて、その場を少しの間
でも離れ、まず自分をリラックスさせましょう。

 
 
 
 
 
 

  子育て広場いまきら園の様子 

色塗りをして･･･ 

鈴を 

つけました♪ 

 

  中之島でお集まりスタート 

▲親子教室で利用した物も使って工
作したよ！

▲読み聞かせの様子

高齢者の結核を予防し、早期発見するには、
家族や周囲の「気づき」が大切です。

【お詫び】平成 27 年広報としま 7月号記事の訂正について
　先月号の広報としま 7月号で、口之島の土地を寄付していただいた記事を掲載しております。寄付の内容を「田畑
を含めた総面積 5千平方メートル超の土地」としておりましたが、農地につきましては個人から村有地への名義変更
が困難なことが判明しましたこと等から、「宅地」だけを寄附していただくことに致しました。
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受動喫煙について知っていますか？
受動喫煙とは
　室内やこれに準ずる環境において、他人のたばこの煙を吸わされることを「受動喫煙」といいます。
　受動喫煙による健康への悪影響については、肺がんや循環器疾患等のリスクが上昇することや、
非喫煙妊婦でも低出生体重児の出産の発生率が上昇するという報告があります。
　また、諸外国における公的な総括報告においても、受動喫煙の煙中には、ニコチンや一酸化炭素
など様々な有害化学物質が含まれており、乳幼児突然死症候群、子どもの呼吸器感染症や喘息発作
の誘発など呼吸器疾患の原因となり、特に親の喫煙によって、子どもの咳・たんなどの呼吸器症状
や呼吸機能の発達に悪影響が及ぶなど、様々な報告がなされています。

健康増進法第２５条とは
　受動喫煙による健康への悪影響を排除するために、多数の者が利用する施設を管理する者は、
受動喫煙を防止するよう努めなければならないと規定し、国民の健康増進の観点から、受動喫煙
防止の取組を積極的に推進することを定めています。
　健康増進法第 25 条
「学校、体育館、病院、劇場、観覧場、集会場、展示場、百貨店、事務所、官公庁施設、飲食店
その他の多数の者が利用する施設を管理する者は、これらを利用する者について、受動喫煙を防
止するために必要な措置を講ずるように努めなければならない。

「その他多数の者が利用する施設」
鉄軌道駅、バスターミナル、航空旅客ターミナル、旅行船ターミナル、金融機関、
美術館、博物館、社会福祉施設、商店、ホテル、旅館等多数の者が利用する施設、
鉄軌道車両、バス及びタクシー車両、航空機、旅客船など

「たばこの煙のないお店」って？
　鹿児島県では、受動喫煙対策に取り組む飲食店又は
喫茶店を「たばこの煙のないお店」として登録し、県
民の健康づくりを支援する社会環境の整備を図ってい
ます。

９月は健康増進普及月間です！

　「たばこの煙のないお店」の登録については随時受け付けていますので保健所に
お問い合わせください。登録費用は無料です。

【お問い合わせ先】
　鹿児島地域振興局保健福祉環境部（伊集院保健所）
　　〒899-2501　　鹿児島県日置市伊集院町下谷口 1960-1
　　電話：（099）273-2332　ＦＡＸ：（099）272-5674

飲食店等の受動喫煙防止対策の実態調査結果（概要版）
調査目的：飲食店や宿泊施設等における受動喫煙防
　　　　　止対策等の取り組みの実態や受動喫煙に
　　　　　関する意識を把握し、実効性の高い受動
　　　　　喫煙防止対策に取り組むことにしまし　
　　　　　た。
調査期間：平成 27 年 2月 23 日～
　　　　　　　　　　　　平成 27 年 4月 15 日
調査対象：伊集院保健所管内の飲食店等
回収率：65.9％（有効調査数 328・回収数 216）

1. 受動喫煙が健康に影響があることを知って
いますか

2. 健康増進法上で飲食店の営業者にも受動喫煙
防止についての努力義務があることを知ってい
ますか

3. お店の禁煙・分煙対策の状況を教えてくだ
さい

4. 禁煙や分煙の対策をしていない理由は何ですか

5. お店を全面禁煙にした理由やきっかけは何ですか

6. 禁煙や分煙の対策を行っているお店で、
禁煙や分煙の取り組みをステッカー等で表示
していますか

7. 鹿児島県が取り組んでいる「たばこの煙のな
いお店」登録制度を知っていますか

受動喫煙が健康に影響があ
ることを 92.1％が知ってい
たものの、今回の調査で初
めて知ったと回答した人も
5.1％いました。

飲食店の営業者に受動喫煙
防止についての努力義務が
あることを 60.2％が知って
いたものの、36.8％の人は
今回の調査で初めて知った
と回答していました。

禁煙や分煙の対策を行っ
ていないが 36.1％、店
内を禁煙にしている
44.9％、分煙にしている
16.7％で、6割がなんら
かの対策をとっているよ
うでした。

スペースや構造上の問題
が 48.7％と多く、お客
からの苦情や要望がない
も 41.0％と多いようで
した。

きっかけは利用者の健康への影
響 59.8％、従業員の健康への
影響 36.1％と、健康への影響
をあげていました。

禁煙や分煙につい
て表示している
51.9％、していない
45.1％でした。

「たばこの煙のないお店」
の登録制度を知っていた
のは 25.9％で、今回の
調査で初めて知ったが
58.3％と認知度は低いよ
うでした。
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十島村の人口・世帯数  平成 27 年 8月末現在

編集／発行：十島村役場  総務課  広報係
〒892-0822　鹿児島市泉町 14-15　tel:099－222－2101
よろしければ皆さんのご意見・ご感想をお聞かせください。

島　　　　 名　　   男性　　  女性  　　人口　   　世帯

口　 之 　島　　  60　　    69　　  129　　  75

中　 之　 島  　　89　　    71　　  160　　  89

平  　　　島　　  35　　    30　　　65　　  37

諏訪之瀬島  　　39　　    34　　　73　　  33　　　

悪 　石　 島　　  36　　    34　　　70　　  36

小　 宝 　島  　　30　　    29　　　59　　  33

宝　　　  島　　  70　　    64　　  134　　  78

合  　　　計　　 359　　 331　　 690　　381

村営定期船 フェリーとしま  
平成 27 年 10 月運行予定
※水曜日出港の臨時便が欠航した場合、翌週の水曜日に
振り替えて運航します。

日　  1 　2 　3 　4 　5 　6 　7 　8　 9 　10　11　12　13　14　1　20　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　31

曜 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

予
　
定

便
　
　
区
　
　
分

名
瀬
便

名
瀬
便

名
瀬
便

名
瀬
便
（
２
泊
）

名
瀬
便

名
瀬
便

名
瀬
便

入
　

入
　

　
　
出

　
　
出

入
　

　

　
　
出

鹿児島　　十島村　　名瀬
十島村 土木交通課 航路対策室
　　　　　　TEL : 099-222-2101
フェリーとしま
　　　　　　TEL : 090-3022-4523

28

入
　

　
　
出

日

曜 木   金   土   日   月   火   水   木  金   土   日   月   火   水   木   金  土   日   月   火   水   木   金   土   日   月  火   水   木   金   土  

１   ２   ３   ４  ５   ６   ７   ８   ９   10  11   12  13   14  15   16  17  18   19  20   21  22   23  24   25  26  27   28   29  30   31   

　
　
出

入
　

　
　
出

　
入 

　
出

名
瀬
便

名
瀬
便

入
　

　
　
出

　
入 

　
出

　
入 

　
出

　広報としまへの広告掲載募集！
●広告の規格・掲載料（すべて消費税別）
　　縦 13.0cm×横 8.5cm　　月額 10,000 円
　　縦 13.0cm×横 17.0cm　  月額 15,000 円
　　Ａ4サイズ 1頁　　　　    月額 30,000 円
●広告掲載の申し込み
　　広報誌広告掲載申込書（第 1号様式）に広告案を添
えて総務課にご提出ください。
　※申込書のダウンロードを含め、詳細は十島村ＨＰを
　　ご覧ください。

名
瀬
便
（
臨
時
便
）

今年のオータムジャンボ宝くじは、
　　　　　１等・前後賞合わせて５億円！！

１等　　　３億円×１３本(発売総額390億円・13ユニットの場合）
前後賞各　１億円×２６本(発売総額390億円・13ユニットの場合）

発売期間は平成 27年 9月 28 日（月）～ 10月 16 日（金）まで

　この宝くじの収益金は市町村の明るいまちづくりや環境対策、高齢化対策など地域住民の
福祉向上のために使われます。


